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馬鈴しょでん粉製造工程における異物検出技術
Foreign Object Detection Technology in Potato Starch Manufacturing Process

産業システム部　全　　慶樹・本間　稔規・髙橋　裕之・新井　浩成

■研究の背景
馬鈴しょでん粉の製造工程では、加工機械の損耗を軽減するために原料である馬鈴しょの加工

前に混入異物の除去作業が行われています。現在は検査員が目や耳を頼りに24時間三交代で異物
の除去作業を行っていますが、大量に高速搬送される馬鈴しょの中から異物を見つける作業は身
体的負担が大きいことから自動化が求められています。そこで本研究では、異物除去作業の自動
化に向けて音と画像を利用した異物検出技術の開発に取り組みました。

■研究の要点
１．軽石等の異物の衝突音を利用した異物検出技術の開発
２．カメラ画像を利用した異物検出技術の開発
３．リアルタイム異物検出システムの試作
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■研究の成果 

１．原料の馬鈴しょに含まれる軽石等の異物が金属板に衝突する音のスペクトログラム（周波数強度 

 の時間変化）を AI や信号処理技術により分析することでリアルタイムに混入異物を検出する技術 

 を開発しました。 

２．大量に高速搬送される馬鈴しょの画像を AI（畳み込みニューラルネットワーク）や画像処理技術 

により分析することで混入異物を検出する技術を開発しました。 

３．今後の異物除去作業の自動化に向けて、異物検出の結果をリアルタイムに通知するシステムを試 

作しました。 
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木質化人参判別装置の開発
Development of Lignifi ed Carrot Discriminator

ものづくり支援センター　川島　圭太　　　　　　　　　　　　　　　　　　
産 業 シ ス テ ム 部　井川　　久・宮島　沙織・吉田　道拓・飯島　俊匡

■研究の背景
北海道の人参生産量は全国１位であり、多くの人参が道内の食品加工現場で処理されています。

人参の加工現場では内部が木質化した人参（以下、抽苔人参）を製品に混入させないために全数
を人手で検査していますが、人手不足解消のために高速かつ高精度に抽苔人参を判別する検査装
置の開発が望まれています。そこで本研究では、紫外光を用いた抽苔人参判別装置の開発に取り
組みました。

■研究の要点
１．紫外光を用いた高精度な抽苔人参の判別手法の開発
２．紫外光を照射すると抽苔人参が蛍光する原因の調査
３．食品加工現場への導入を想定したコンベア式人参撮影装置の開発
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■研究の成果 

１．判別精度 84.2%の高精度な抽苔人参判別手法を開発しました。

２．抽苔人参には蛍光物質のリグニンが含まれているため、紫外光を照射すると蛍光することを

 確認しました。 

３．１秒あたり３本の人参を撮影可能なコンベア式の人参撮影装置を開発しました。

４．現在、北海道大学、民間企業と共同で抽苔人参判別システムの実用化に取り組んでいます。 
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